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ウルシの収穫（掻きとり）可能本数率の年次推移

１ 研究のねらい
本県では、ウルシは胸高直径約10cmを目途

に収穫（生漆の掻きとり）が行われるが、収
穫が可能となる年数の本数推移について既知
の報告はなく、収穫計画は植栽木が生長して
から構築されているのが現状である。そこ
で、収穫可能に達する年数と本数の推移を明
らかにするため、調査を実施した。

２ 試験地と方法
調査対象は浄法寺町内のウルシ試験地で、

標高280ｍのなだらかな傾斜地(12°)である。
漆の植栽土壌は火山灰性黒色土であるなど、

が盛んな浄法寺町の植栽地と同様の条件であ
る。平成２年に384本植栽し、うち活着した
317本について胸高直径を測定した。植栽密
度はhaあたり2,500本であるので、これら調
査本数を10ａあたり植栽本数250本に換算
し、経過年数ごとの収穫可能本数を求めた。
調査は植栽後７年経過の平成８年から14年ま
で実施した。

３ 結果
植栽後７年経過では収穫可能な個体はなか

ったが、９年経過では７％（14本/10a）の個
体が胸高直径10cmに達した（ 。年数の図１）
経過とともに収穫可能本数割合が増加し、13
年経過では67％（143本/10a）の個体が収穫
可能になった。

４ 成果の活用
生漆の収穫は掻子の１日山（注）を単位と

して計画されるが、現状では掻子が収穫可能
植栽地となる胸高直径10cmに生長した漆樹を

で確認して漆樹の確保を行っている。そこで、
ウルシの直径生長には林今回の調査結果から

分内でバラつきがみられるが、本調査結果の
植栽後経過年数における収穫可能本数率を目
安にして、漆植栽後の収穫計画を構築でき

図１ 掻きとり可能本数の年次推移る。

（10ａあたり250本植えの換算）
注：掻子が１日に掻くことができる本数の単位で

掻子によって異なるが約100本である。
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